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インキュナブラの複製（ファクシミル）について

折　田　洋　晴

　〈本物とそっくりのものを、短時間で大量に作ること〉……グーテンベルクが印刷術

を発明した目的もここにあったといわれる。彼の技術を使うと高価な聖書を、2年間

で180部（推定）、作ることができた。20人がかりで作成したとして、これは写字生が手

で筆写する方法の1人当り8倍以上のスピードであった。これにより、’聖書の価格は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マニュスクリプト　プアクシミル
非常に安くなった。つまり、グーテンベルクは写本の複製を彼の技術により、安価で

大量に作ることに成功したわけである。この印刷術を用いて1500年12月31日まで：に印

刷された書物をインキュナブラと呼ぶのであるが、初期のインキュナブラは、写本の

複製という側面が非常に強い。活字の書体は写本をそっくり倣ったもので、書物の内幽

門や印刷地により様々な書体の活字が彫られ、見かけ上は写本と区別をつかなくする

ことが、印刷術普及の条件であっ』た。15世紀後半の50年間に、ヨーロッパの約250の都

市に登場した印刷所の数は1，100以上に上り、少なくとも2，000組の活字二型が彫られ

たと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デザイン　印刷術のメリットーが受容されるにしたがって、書物の意匠は標準化されて行く。16

世紀後半かち17世紀に現在の書物のスタイルが確立するし・汐イトル・ページの様式

化、ローマン体の定着、ページ付け・索引の付与、刀・型二等が普通となる。一方、・印

刷技術もグーテンベルクの活字方式である凸版だけでなく、凹版である銅版エッチン

グによる挿図を入れるなど、・ヴィ．ジュアルな要素も重視された。18世紀末に発明され

た平版であるリトグラフ（石版印刷）は、さらに表現力を高あ、美術的な書物も出現す

るようになる。こうしたなかで、写真技術を印刷に応用することで、質の高い複製物

が安価に作成できるようになる。ユ9世紀なかば以降に実用化されたコロタイプやフォ

ト・、リト・オフセット印刷は複製物の作成能力を飛躍的に高めることとなった。

　こうした中で、古い書物の複製を作ることは、どのようにしてなされてきたのであ
’ろう『 ｩ。最：も古い複製は1583年、インゴルシュタットでD．Sartoriusが刊行したLiber

Precationum…というカール2世の写本祈疇書の複製（1）であるといわれており、1626年「

には、プランタンの後継者が、Marlyro　logium　Hieronymianumの＝複製（2）を刊行したが、

さらに意図的に複製を刊行したのがロンドンのロクスバラ・クラブである。このクラ

ブは、ロクスベラ公爵（1740－1804）の蔵書売立を機に、・書誌学者T・F・・Dibdin（1776一

1，



／　一

1847）や愛書家GJ．　Spencer（1758一1834）伯爵が中心となって、貴族31名を会員と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レアして1812年に設立された。このクラブは、非常に稀な書物の複製を小部数作？て会員

に配ることを目「 Iにしており、その中のあるものは、複製からの複製が作られたりも

・した。例えば、1498年、ウィンキン・デ・ウォルデの刊行したInfo　rmacon　for　Pylg7ymes

untq　the　holy　londeは、1824年lc　pクスバラ・クラブが複製を作らたが、・部数は35部

に過ぎず、1893年には改めてロンド・ンの：Lawrence＆Bullenが複製を350部刊行し

た。さらにその複製が1978年にニューヨークで刊行されたりしている。ちなみに・、我

が国での複製刊行は、大正7年差1918）6月に市島謙吉、和田萬吉、坪内造平等を同人と一

して結成された稀書複製会が木版を再刻するやり方で、米山堂（山田清作）から刊行し

たものが有名である。・

　複製作りを書誌学研究に取り入れたのが、ウィリアム・キャクストンの研究家Wi1－

liam　Blades（1824－90）である。彼は活字を比較することでキャクストンの業績全体

・を明らかにし、その成果は：The　lzfe　and　t）tPograPhy　of　William　Cczxton（1861二63）

に実った。この本の作成にあたって、彼はキャクストンの活字の複製を彫り、それを

同書の図版で利用した。さらに、その活字を用いて、・Blade6，　East＆Bladesという

出版者名で（B13desの父はBlades　and　Eastという名で印刷業を営んでいた）、、キャ

クストンのGozaernayle・of’helthe（1858）やMoral　Prouerbes（1859）などの複製を

刊行した。．このような滑字父型を複製して印刷する方法は、タイプ・ファクシミルと

呼ばれている。この方法で相当数の複製物が作られ、ロクスバラ・クラブの会員であ

った愛書家T．J．　Wise（1859－1937）は、偽書まで作成した。言葉のある稀配本は、

このタイプ・1ファクシミルを即吟て完全奉に見せカ｝けられたものもあるどいう，。

インキュナブラ研究における複製の利用は、Henry　BradShaw（1831－86）や彼の

　　　　　　「f。‘「47’）　　・で準々のインキュナブラの爾者を同定して

グーテンベルクは最初147の活字を用いて40
行で印刷を始めたが｛あまり1に多くの紙が必

’要となることに気付き、140に活字のボディを

縮めて42行で印刷を続けた。どちらも版面は
縦29．4cmである。・

　　　　　　　図．1

いった。その成果がP，roctorのAn　index　to　the

early　Printed　booles　in　the　British　Mzcsezam…to

1500…（1898－1903）である。大英博物館はこ

の方法により印刷者の国・都市・印刷者二一・印

刷年の順に記入を並べたインキュナブラ目録

一24．



　　　　　　　　　　　ノ、

　（通称BMC）「を刊行し始め（1908年）、巻末には各印刷者の活字体の複製を付録どし

た。活字は20行分の長さをmm単位で計り、，その大きさを活字の識別に用いL（いる。

例えば、グーテンベルクの．『42行聖書』に’用いられた活字（図’1）は140と表記され、印、

刷者名どしてP・in戦・r　P・int・r…ft与・42－1in・Bibl・・and　30；・lin・囮・lg・nceを用

』v〕ている。グーテンベルク聖書の部分的複製炉図1めように巻末に載せられ～同目録

では、グーテンベノレクがそれ以前に彫ったどいわれる他のDK’type・や131・type等々

による印刷物は、printer，　or　printers，　o負he　3171ine　Inddlgence　and　36－lin6　Bibleと

して、前に排列されている。

　ζのように・活字を分類すやζいう作業は．・ドイツのインキ丘ナブラ学者Kohrad

HaeblC．・（1857－1946）の研究助・物・二二14・・Wiegen4rzacke（1905r　24）’に、

よ．って大成された。1925年忌ら刊行が始まった集大成的な’イゾキュナブラ目録

Gθ8仰伽翻09塵7曜¢9θη嶽πo舵（通称Gvv）は・各そンキュナブラに対し・その活’

字を．乃ψθη吻θ吻吻初の記号で記すご：とにしている。活字の複製を集めて出版する

ことは、オLクションで有名にな．るロン・ドンのS．L．　Sotheby（1805－61）が1845年に

蹄θ妙09吻勿（ゾ漉θ伽％η飾02斜高勿で直な？てv〕る魁インキユナブラdi．活字を

集成する作業は、J．　W．　Holtrop〃）Monuments’ ｭog吻吻％6ポ4θs　1勿，β⑳aza

9痂・伽・・滋（1868）。・よ．b　”（始めらn・　E・　Sp’・ni・・柘前壷席“で活字の灘を作

成した。1890年にはO．’　Thierry－PouxのP吻擁窄・MonuMents　de　1’勿ψ万窺碗θen

・F毎％06侃Xγθs劾1θが、1896年に！まEG．　DuffのEarly　English　Printin9が、’そし

て1900年から1913年にかけてはType　Facsimile　SocietyによりSpecimen　Of　’eally
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
勿π伽9妙θsが刊行され，、多くの活字見本がインキュナブラ研究に使えるようになつ

、た。ド．イツでは1gQ？年にGesel！schaft　fur　Typenkunde　des　xv・Jahrhundertsが設立

され、．同協会は．1938年までに2，000以上の活字図版を串賦した。、r方、凍々と発見され

る初期印刷物め同定には、その複製を作成して様々な比較を行なう必要があ咲部分

的な複製だけでなく、書物全体の複製物も多数刊行されるよテになつ々・

　愛書家向けだけではなく、歴史研究用にも全文の複製を刊行することは、1880年代

に・イタリアの古文書学の分野で始まり、Arqhivio　．Pa’leografico　italianoやCodices　e

隔・備・・励雌・卿…といった叢書ps’刊行さk．　t2し・r怨楽書』やrダ・

憎の書』、・あるいば『ベア、トウス黙示録』をぽじめとして魂美しい写本の複製もこれま

で数多く刊行されてきた。茸た、美術史研究向けにレオナルドやデ三一ラ「等の作品・

　　　　　　手稿の複製も作成されている。インキュナブラもまた複製の対象であり、・グーテンペ1

ノセクの．r42行聖書』をはじめとして＼著名な稀観本であるくケタムφ肱砒吻3

顧吻・やユゆナの伽…砂顔面の灘本が刊行さ論いるし・命じ回、
ンキュナブラの複製を集めたK．SudhbffのZehn　SyPhilis－Drucfee¢爵den　Jahren

1495－g8（1924）やEPicotのRθo解44θρ耽θs耽’o吻％6sづ吻万窺66sso鰯を名匁加

de　Louis　XI（1923）のような著作もある。

　ところが、『どれくらいインキュナブラの複製が作られているかを調べようとするとく、

　　　　　　　　　　　　　　　　一3一一，：一・



全容を知ることのできる書誌はまだ存在しない。過去にCirous，　E．‘Faksimilia　von・’

Wiegendrucken’，2撚。三三、御B％o競％％461（1924）pp．148－153、、及び1　St6rmer，　J．

P．　‘Bibliographie　der　Faksimiledrucke’vOn　lnkunabeln，　1918－65，’　Eyb，，　’Albrecht　．

．von　Ehebit’chlein　；　Faks：de’・・i1472（Wiesbad6n，1966）pP・139－185．という「；つの試

みがわるが網羅的な書誌とは言いがたい・現年英国図書館で作成中のオンライン・．

インキュナブラ総：合目S“　ISTC、（incunabula．Short　．　Title　Catalogue）〈あるいは、そ

のCD－ROM版であるIISI℃・（lllustrated　ISTC　on　CD－ROM）．は、最も多数のイン

、キュナブラを収録する目録であり．’さらにく書誌典拠（Bibliography）のフ才一ルド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に、複製に関す．る注記がなされている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このデs一・rタ・べ』スを検索すると、520点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’の複製版の存在がわかり、、その内訳は左

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め表の通りである1本号には、国立国会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図書館め所蔵する複製インキュナブラ目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録を掲載するが、伺館の所蔵する複製は、’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記の520点という数字からみると決し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て．多いとは言えない。同目録は230点の複．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製インキュナブラを収録して鼻るが、う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち157点は一枚物の複製であり、IISTC

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で複製の注記がなされているものは70点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弱にすぎない。しかし、国内の大学図書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館等にはさらに多くの複製が所蔵されて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1いる可能性があり、それらを掘り起こす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ためにも「国立国会図書館所蔵複製イン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ・ユナブラ目録ゴの編集を試みた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立国会図書館にはインキ三ナブラよ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り古い西洋写本の美しい複製も多く所蔵

されており、「国立国会図書館所蔵複製西洋写本目録」の編集も予定している。

オリジナルの刊行年 複製版の数

1451ゼ60 11』、

。「

P461～70 28　’

1471～80 ・134

1481～90’ ・163

1491～1500 200

噛オリジナルの判型 複製版の数’

f
o

・　170，‘

4
0

186

8σ・ 14

．Bdsde 175層

オリジナルの印刷国 複製版の数

ドイツ 276

イギりス 57，

スペイン 53

イタリアr， 50

　一tフンス 39

その他・ 36
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